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２）アワとヒエ＝粟と稗 
アワもヒエもイネ科の一年草である。ともにあまり見られなくなってしまったが、

つい最近までは救荒作物としての価値は高かった。縄文時代の遺跡からは炭化した

ヒエが出土しており、イネやムギが渡来する以前から栽培されていたものと思われる。

縄文期以前は五穀の一つとして常食されていたようで、『記･紀』にも記され、特にアワ

は『古事記』では大気都比売(オオゲツヒメ)の両耳から生まれたとされ、一方のヒエは

『日本書紀』では保食神(ウケモチノカミ)の目から生まれたものとされている。

どちらにしてもムギ、マメと共に、陸田種子(オカツモノ)と称して尊ばれていたの

である。現在でも日本各地の畑でわずかながら栽培されており、高さはアワの方が

いくらか高く1～1.5mほどで､ヒエは1mほどである。葉はともに線形で鋸歯があり､

アワの方が幅が広くやや厚い。アワもヒエも茎は円柱形である。 

さてアワの語源は五穀の中でも味が淡いためだとか、穂が大きいところから大穂

(オオホ)が転じたものとか、｢ア｣は小さい意味を、また｢ワ｣は丸いことを意味し、

穎果の形状からきたもの、などの諸説があり、この他にも次のような説がある。中国

ではアワを『黄禾』ともいっており､ 禾(ｶ)はノギ偏の元祖で稲などの穀類を表わし、

黄色い穀類という意味である。これを［A-Fa］と発音したために、これが日本に伝来

したとき、アワとなったとする説。朝鮮語では［ho-a］と発音し、これがアワとなった

とする説などである。変な理屈をつけるより、単純な分それだけ明解というべきで

あろう。別称としてはオオアワとかアワンコメなどという地方もある。学名は『Setari 
itarica』で、属名はラテン語の｢剛毛｣に由来、種小辞はイタリアのという意味で､

これは枝穂の基部には剛毛があることによる。またイギリスでは『Foxtail millet』

で、millet はアワやキビ、モロコシなどを意味している。アワの穎果は狐の尻尾状

に大きく実って垂れ下がり、長さは 10～40cm にも及ぶ。この植物の特徴をうまく

言い表しているといえよう。 

日本で栽培されるオオアワは東南アジアが原産と見られ、石器時代にはすでに

ヨーロッパに伝わり、耐寒性に優れていたためイタリア､ドイツ､ハンガリーなどでは

古くから栽培されていたという。中国では紀元前 2,700 年頃には、黄河の流域で栽培

されていた記録があり、日本には朝鮮半島を経由して渡来したと考えられている。

成育期間が短く、しかも高冷地でもよく育つので、明治時代には多くの開墾地などで

盛んに作られ、焼き畑などの荒れ地に栽培されていた。しかし現在では米の余剰と

ともに次第に淘汰され、今では小鳥の餌や飼料として、少量を輸入にたよっている。 

アワは蛋白質や脂肪分を多く含む栄養価の高い穀物で、消化吸収が良いといわれ

ている。また糯と粳があり、アワを主食とする国々では粳(ウルチ)を多く用いている。

日本では糯(モチ)を多く利用するが、精白したものを食用にしたり、粟飯、粟餅、

粟おこし、粟団子などにする。また水飴や泡盛の原料にもなるが、一般的には米と
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一緒に炊飯されることが多かった。かつては米にアワやヒエなどを混ぜて炊いたご飯を、

食べるのがごく当たり前だったのである。白米が食べられるのは、よほど地位が

高いごく一部の人に限られ、一般人の白米はハレの日に限られていた。特に寒冷地

や高冷地、離島などでは、米の収穫はほとんど望めなかったから、食料の大半を雑穀

に依存していたのである。 

アワはこのように優れた穀物であったから、世界のあちこちで食料として栽培さ

れていた。しかし栽培の痕跡が残っているのは、中国とヨーロッパで、中国の仰韶 

(ヤンシャオ)遺跡では、貯蔵庫と思われる穴から大量の籾殻(モミガラ)が発見されている。

おそらく紀元前 5,000～4,000 年頃、すでに栽培されていたものと思われる。寒冷地

でもよく育つアワは、黄河の流域に適合した穀物だったのだろう。またヨーロッパ

では仰韶と同時代、同種のものと思われるアワが、スイスのニーダビルの遺跡など

から発見されている。しかしオリエントから麦が伝わると、これにとって替わり、アワ

の生産地は東アジアのみとなっていった。またラテンアメリカやアフリカなどでも

アワの痕跡を見ることができる。特にメキシコでは紀元前 7000 年頃には利用されて

いたと考えられているが、これは栽培されていたものかどうかは疑わしい。台湾の

高砂族はアワに関するさまざまな儀礼や禁忌を今に伝えている。 

アワは『万葉集』には 5 首が詠まれており、もっぱら畑に種子を蒔くと言う意味を

交えながら、『逢う』に掛けた言葉として｢粟｣のほか｢阿波｣と記されている。 

   千磐破(ﾁﾊﾔﾌﾞﾙ)神の社(ﾔｼﾛ)しなかりせば 春日の野辺に粟まかましを 

｢千磐破る｣は神にかかる枕詞である。アワマクは逢うに掛けたもので、神様の社 

さえなかったら、春日の野辺にアワを蒔いたものを、という表面の意味とは別に､

その裏には、あなたには以前からの愛人がいらっしゃるから逢うことができない､

といった恨みが込められている。 

さてヒエの話に移るとしよう。ヒエの語源は日毎に盛んに茂るから日得(ヒエ)と

する説、漢名の稗から出た言葉で、｢ヒ｣だけでは発音しにくいので｢エ｣を添えるよ

うになったという説、朝鮮語の［phi］が日本語になったものという説、寒冷地によく

育つところからヒエ(冷え)になったとする説、などがある。別称としては、関東では

｢ヘー｣とか東北地方などでは｢ヒセ｣などともいう。アイヌ人は｢ピヤパ｣と呼んで､

熊祭りのおりには『稗酒』をつくる習慣があった。ヒエは英雄オキクルミが、この世に

与えた作物として尊ばれていた。というのもヒエはアワと同様、丈夫なうえに成育が

旺盛で、しかも蝦夷地のような寒冷地でも作りやすかったから、特別な植物とされた

のだろう。しかしこの稗酒を供物として神に捧げる習慣は日本のあちこちに見ることが

できる。またヒエは米などに較べると保存性がずっと良かったために、どこの農家

でも昔から救荒作物として、ヒエ倉や天井裏などに備蓄しておく習慣があった。

ひとたび洪水や凶作になると、これを炊いてひとときの飢えをしのいでいたのである。 
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ヒエの原産地は中国南部のものと、インドのものと 2 種類あり、日本に伝播した

のは中国原産種で、これは朝鮮半島を経由してきたものである。中国では 2,500 年

前には栽培されており、これが縄文時代に日本に伝わったのだろう。一方アフリカ

からヨーロッパ方面にはインド原産のものが伝わり、アメリカには 18～19 世紀

になって日本から伝わったが、ほとんどが家畜の飼料用であった。 

学名は『Echinochloa utilis』で、属名は｢echinoa＝ウニ｣と、｢chloa＝草｣をプラス

したもので、これは開出した芒（ボウ＝穀物の先端に生えている細毛のこと）の形状

から名付けられたもので、種小辞は｢有用な｣という意味である。またイギリスでは

『Japanese millet』、中国では『稗』である。ヒエは一本の穂に2,000～5,000個の穎果

を実らせることも多く、穎果には光沢があり径は 2.5～3.5mm ほどである。 

ヒエも糯と粳と 2 種類がある。糯種は精白して団子や飴、餅などにして食用とし

たが、粳種はヒエ飯などと称して炊いて食用にしていた。江戸時代ごろまではアワと

並んで、庶民の常食とされ、農村、都会を問わず食されていた。蛋白質や脂肪などの

含有量は米よりも高く、蛋白質は米の 1.5 倍、脂肪は何と 2 倍にもなるために重宝

されていたのだろう。しかし味のほうはとうてい米にはかなわず、味噌や醤油、酒など

の加工原料にもされたが、次第に米の生産が上がると、米に置き換えられていった。 

ヒエを石臼で挽いて粉にするのは、おおむね女性たちの仕事で、これは簡単だったが、

ヒエ粒として食べるには多くの労働力が必要だった。このためやがて一度蒸してから

搗(ツ)く方法が考え出された。しかしこの方法だと痛みやすく、貯蔵が困難だった

ために、カビが生えたりする結果になった。栄養分は優れていても、味もさること

ながらこのような課題もあって、やがて米にとって代わったのである。そしてこの

ヒエを搗く時の労働歌が稗搗節(ヒエツキブシ)で、この歌で有名な宮崎県の椎葉村は、

まさにヒエを主穀物とするような山深い里だった。 

椎葉村に古くから伝わる『稗搗節』(ヒエツキブシ)は、もとはといえば焼き畑の

稗畑から穂先だけを刈り取り、木の臼に入れてこれを杵(キネ)で搗(ツ)いて、脱穀する

時に歌われる仕事歌である。椎葉村はいわゆる平家の落人部落といわれ、宮崎県 

日向市から 70 キロの道を耳川沿いに遡った山の中にある。この村には今も鶴富姫

(ツルトミヒメ)と那須大八郎とのロマンスを秘めた伝説が残っている。そもそもこの

物語は、源氏と平家の最後の合戦となった壇之浦の話から始まるのだが、ここでは

その一カ月ほど前から、源平の歴史を振り返ってみよう。 

寿永 3 年(1184 年)、熊谷草と敦盛草(01-02-16)のところでもご紹介したように、

一ノ谷の合戦に敗れた平家一門は、その後、屋島を根拠地として九州、四国の武将

たちを支配下におさめつつ、反抗の機会を狙っていた。しかしこれに機先を制すべく

源氏は、すぐさま平氏追討の軍を義経を総大将として、屋島に向けることとなった。 

翌、文治元年(1185 年)2 月 16 日、摂津国、渡辺に源氏の軍船二百余りが集結して､
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今まさに平家追討に出陣しようとしていた。ところがその夜からにわかに突風が吹き

荒れ、出発できない状況になってしまった。しかし追討の総指揮を取っていた義経は､

翌未明、激しい風雨の中を決死の覚悟で、わずか 5 艘の船に百余騎を従えて四国に

向かった。折りからの突風が追い風となり、船は 3 日かかるところをわずか 6 時間で、

阿波の勝浦(現在の桂浦？)に着いたという。義経は阿波の武将近藤親家(シンカ)に

道案内を命じ、夜通し馬を駆って翌々日の早朝には屋島にたどり着いた。義経はここ

で高松(現在の高松市ではない)の民家に火を放ち、源氏の大軍が平家に襲いかかると

見せかけると、平氏はまんまとこの作戦にはまり、平家方のほとんどが海上に逃れた。

もともと平家は源氏よりは海戦に長じていると自負していたからでもあったが、義経

はこの機を逃すことなく、屋島の内裏に火を放ちこれを焼き払った。ところが源氏の

軍勢の規模が分かるにつれて、平家方も翌日の 2 月 20 日には屋島の東方の志度浦

に再上陸し屋島の奪回を図った。しかしこの頃になると『洞ヶ峠』(ホラガトウゲ)を

決め込んでいた近隣の武将たちも、源氏方につくようになり平家方もこの作戦を放棄

して退去するにいたったのである。天候の回復を待って屋島に辿り着いた梶原景時

などの坂東武者が、戦いが終わった頃に駆けつけ『6日の菖蒲』と嘲笑されたのは

このときのことである(02-04-10-2菖蒲の項参照) 。 

この戦いの大きな意義は平家が最後の拠所としていた屋島、ひいては四国全土を

放棄したことと、西国の武将の多くのものが源氏方についたことである。またこの

戦いの中で、義経は自分の弓を海に落とし、敵方に自分の弓の弱さを知られるのを

恐れて、命がけで弓を拾った話や、腹心の武将であった佐藤継信(サトウツグノブ)が、

平家方の能登守教経(ノトノカミノリツネ)の強弓から、義経を守って討ち死にした話

など、当時の戦記物語には多くの逸話が残されている。 

さて文治元年 3 月 24 日、現在の関門海峡の壇之浦で、源平最後の合戦が行な

われることとなる。後に正式の幕府の歴史書として記された『吾妻鏡』によれば、

熊野水軍二百艘や、四国河野氏の率いる兵船百五十艘など、八百四十艘の船が東から

壇之浦に向かい、一方の平氏は瀬戸や四国西部の武将や、九州一帯の兵力を集結さ

せてこれに立ち向かうことになる。源氏は白幡を掲げ、平氏は赤幡を掲げ、早朝

卯の刻(午前 6 時)合戦の幕は切られた。合戦が始まる前に平家方の総大将、平知盛は

｢戦は今日が限り、者ども少しも退く心あるべからず。東国の者どもに弱気見ゆな。

何時のために命をば惜しむべき。是のみぞ思ふ事｣と大音声(ダイオンジョウ)で全軍に

檄を飛ばしたという。これに続いて侍大将の悪七兵衛景清 (アクシチビョウエカゲキヨ) 

が｢坂東武者は馬の上でこそ口はきき候とも、船軍(ﾌﾅｲｸｻ）には何時調練し候べき、

魚の木に登ったるでこそ候はんずれ。一々にとって海につけ候はん」と源氏方の兵士に

対して心理作戦に出る。とりわけ九州一の精鋭といわれていた、筑前の山鹿兵藤次秀遠

(ヤマガヒョウドウジヒデトオ)を将とする、平家の先頭軍団の五百余りの船には､
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選りすぐりの兵五百余人が配置され、源氏に対して一斉に矢を放つ。多勢の源氏と

いえども寄り合い所帯の感は否めず、地の利にしてもむしろ平家にあり、平家軍は

しきりに鬨の声を上げ、双方譲ることなく戦は続いた。ところがこの均衡は間もなく

崩れ去った。平家方に裏切りが出たからである。 

三百余艘を率いる阿波の国の豪族民部大夫成良(ミンブノダイフシゲヨシ)が、源氏側

に寝返ったために形成が一気に逆転する。成良は平家が多用している中国貿易用の

大型の唐船は、実は囮用の船で、精鋭は小船に配置しているという機密情報を､

源氏方にもたらしたのである。 この機密情報を握った義経は唐船には脇目もくれず、

小船ばかりを集中的に攻めた。しかも漕ぎ手や舵取りのものを中心に狙ったために、

潮の流れの早いこの地では船は潮に呑まれてうまく進まず、ついに平家は源氏の軍門

にくだったのである。この戦いのさなか清盛の未亡人、二位の尼はわずか八歳の孫､

安徳天皇を抱いて入水する。安徳天皇の母であった建礼門院も続いて投身したが、

彼女だけは源氏方の兵の熊手にかかって九死に一生を得る。平家物語に著わされた

大原御幸(オハラゴコウ)は、この建礼門院のその後の姿であり、大原の寂光院は静かな

佇まいの中に、古い歴史の悲しみを今に伝えている。 

戦いが決着すると敗れた平家方から、船首に｢旭日扇｣を掲げた一艘の船が沖に出て、

源氏の将に扇を射よとの合図を送る。このとき馬にまたがり進み出た若武者こそ､

那須与一であった。彼は義経の命を受け畠山重忠の推挙により登場したのである。

下野の国の豪族那須資隆(モトタカ)の 11 番目の子で、本名は宗隆、余一ともいい、

小兵(コヒョウ)ながら弓矢をよくしたという。与一は満身の力を込めて狙いを定め

ると、見事に一矢でこれを射落とした。『平家物語』でも『源平盛衰記』でもこの

名場面を感動的に描いている。しかし物語に水を差すようで、はなはだ不本意では

あるが、これが史実であったかどうかはかなり疑わしい。そもそも平家物語はあく

までも源平の争乱を題材に描いた物語であって、歴史書ではない。琵琶法師の語りと

ともに感動的に人の世の儚さや、歴史の不条理を伝えようとしたもので、時の流れ

とともに脚色され、演出されたふしがあるからである。それはともかくとして、もし

与一がこの大仕事をしくじったら、次には我こそがと待ち構えていた男がいた。

これが与一の兄、大八郎であった。大八郎は結局のところ銀幕に登場することは

なかったが、彼はこのとき扇の下にいた美女に恋心を抱いた。そしてこの美女こそが

かの『鶴富姫』であった。長門の赤間神宮に伝えられている『平家物語絵巻』に

よれば、この鶴富姫の名前は｢玉むし｣であったという。赤間神宮には、長門本と

いわれる平家物語が所蔵されており、そう記されている、というのである。ともかくも

鶴富姫と那須大八郎は椎葉村にたどり着き、ここで生活を共にしたと伝えられている。

一説によれば大八郎は平家追討の任を受けて、この地で鶴富姫と再会し、ここで生涯

をおくったともいわれている。いずれにしろ『鶴富屋敷』は現在は国の重要文化財であり､
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その子孫は那須姓を名のり、この地を支配してきたと伝えられている。この鶴富姫

と大八郎の物語は昭和初期に県道が開通し、椎葉ダムができるに及んで、建設関係者

の手により広く知らされることとなった。九州の奥地にこのような人知れぬ歴史が静か

に眠っていたことは、むしろ驚きであり、奇跡でもあった。昭和 28 年には稗搗節の

レコードも発売されるに至り、椎葉村も秘境の地ではなくなり、むしろ次第に観光地化

されてしまった。しかしだからといって 800 年間の永きに渡って眠り続けてきた

歴史が、白日の下に明かされたわけではない。大八郎と玉むしは今でも天上界から、

故郷椎葉村の変わりゆく姿を見つめて、嘆いているかも知れない。 

以下は余談になるかも知れないが、『平家物語』によれば、与一の年齢は当時 20 歳

ぐらいとされている。別の資料によれば与一は文治 5 年 8 月 8 日に京都の山城国の

伏見で亡くなったとされており、これが事実とすれば25歳の若さで世を去ったことに

なる。まさに｢祇園精舎の鐘の声、諸行無情の響きあり、沙羅双樹の花の色、盛者必衰

の理をあらわす｡｣ということなのだが、平家物語のすごいところは、このコンセプト

を最初から最後まで貫いているところである。平家物語の力強さはこの一点にある

といってもよいだろう。この後の平家物語は今まで平氏の主だった公達の、ほとんど

が壇之浦で自決して果て、生き残って捕虜となった宗盛や遺児たちの末路を淡々と

物語る。そして平家の嫡流六代の処刑までも描いて後、さらに｢それよりしてこそ

平家の子孫は永く絶えにけれ｣と記して、平家物語の幕を閉じるのである。前述した

その後の建礼門院の消息を伝えているのは、一方流(イチカタリュウ)と呼ばれる

『平家物語』の中でも『語り本』のみで、これは琵琶法師などの語り手が台本として

使用し、今日に伝わるものである。従ってこれは信濃前司行長の作ではないかも知

れない。しかしむしろ平家物語の無常観をよく伝えており、仏教文学として、求道と

鎮魂の姿を浮き彫りにすることにより、締め括りとしているのである。 

『万葉集』にはヒエを詠ったもの 2 首があり、｢稗｣ ｢比要｣と記されている。 

   打つ田に稗はしあまたありと言へど 選(ｴ)らえしあれそ夜をひとりぬる 

この歌の意味は、耕した田には稗がたくさんあるのに、その一方で選り除かれた私

だけが、ただ一人寂しい夜を寝る、というほどのことであろうか。もう一つは 

   水を多み上田(ｱｹﾞ)に種蒔き比要を多み 選(ｴ)らえし業(ﾜｻ )゙そあがひとり寝(ﾇ)る 

水が多すぎるので高台の田にイネの種を蒔いたが、そこは稗が多いのでそれを取り

除き、その除かれた稗のように私は寂しく独り寝をしている。という意味で、前首

と同様に独り者の農民の悲哀を詠ったものである。ここに登場するヒエは、ともに

イヌビエもしくはミズビエといわれる雑草で、食用のものではないために、取り除

かれたのだろう。イヌビエは陸地に、ミズビエは田に生えるが、食用のヒエはこれ

らを改良したものと考えられている。 
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アワの頴果はヒエよりもさらに小さい。｢濡れ手に粟｣といわれる理由でもある(小平市薬用植物園）。 
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猫の尻尾のようなアワの穂、イギリスでは『Foxtail millet』で、キツネのシッポである。

(東京都小平市薬用植物園）。 

 

収穫目前のアワ。一粒ごとの芒(ﾉｷﾞ)もよく見えている(東京都小平市薬用植物園）。 
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若いヒエ。アワよりもいくらか大きい頴果(ｴｲｶ)を結ぶ(東京都小平市薬用植物園）。 
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実ってきたヒエの穂(東京都小平市薬用植物園）。 
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普通のヒエとは形が異なる四国ヒエ。学名は『Eleusine indica Gaertn.var.coracana』である。

低温でも栽培できたため、家畜の飼料や凶作事に利用された(東京都小平市薬用植物園）。 
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四国ヒエはヒエ属ではなく、野生のチカラシバに近い植物なのだという。原産地はインドともアフリカ

ともいわれているが、インド、中国を経由して日本に伝来した。中国名は｢龍爪稗｣である。 

 
四国ヒエは長期の保存が出来るため救荒作物として、明治頃までは広く栽培されたが、現在では

徳島県祖谷地方の山間部で栽培されているのみである(小平市薬用植物園）。    目次に戻る 


